
ID-Linkとは
開示施設の同意された患者さんの電子カルテ情報を、ユニオンと呼ばれるグループ内の医療機関に開示・共有する、全国
で展開しているサービスです。複数の医療機関の情報をカレンダー上で纏めて参照できます。カルテを開示できるのは、
サーバーを導入している施設だけですが、参照は特別な設備がなくともインターネット接続があれば可能で、参照施設も
カレンダーへの書き込みや連携パス等の電子ファイルのアップロードなどはできます。
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・大分県医療情報ネット
大分大学医学部附属病院が運営し

ている、大分県全域を対象とした
ID-Linkユニオンです。現在21施設
が参加しており、参加施設数は増加
中です。
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セキレイネット（ID-Link)
済生会日田病院 西部医療圏・中津市 参加施設39

大分県医療情報ネット（ID-Link)
大分大学医学部附属病院 大分県全域 参加施設21

• 大分県医療情報ネットとセキレイネット間
で連携協定を締結します。

• 両ネットワークの参加施設が、お互いの医
療情報を参照できるようになります。
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避難先で医療機関を受診する際に、病名、薬剤
情報、検査情報などがわからないとに診療に支
障を来す。

被害が大きかった
能登地方から金沢
以南の1.5次および
2次避難所へ

もともと石川県では全域でID-Linkネットワークが運
用されており、能登の病院の情報を県南で参照できた
ため、診療継続に役立った。

能登半島地震でのID-Link利用

大分県医療情報ネット

セキレイネット• アザレアネット
• ピカピカリンク

北部九州医療情報連携ネットワーク（仮）

災害時のID-Link利用を大分県がサポート

大規模災害時の広域患者搬送など

北部九州におけるID-Linkの展開

大分県の場合、南海トラフ地震等の大災害の場合、内陸部や県境を超えた広域
患者搬送や避難が想定されており、それらを見越した医療情報ネットワークの
構築が望ましい。

今回のセキレイネットとの連携を手始めに、久留米・佐賀エリアのID-Link
ネットワーク連携を作り、平時から運用することで災害時利用に備えたい。
アザレアネット・ピカピカリンクとの連携協議を開始しています。


